
 

 

第１号様式（表）（第１条第１項関係） 

土地利用関連法令確認申出書 

 

年  月  日 

（あて先）横須賀市長 

 

住所 

 

氏名            

 

 

 

電話   （    ）  

土地利用行為の場所 横須賀市 

土地利用行為の内容 

□１□土地の区画形質の変更 

□木竹の伐採 

□物件の堆積 

□建築物の建築 

で、当該土地利用の用に供する土地の面積が 500㎡以上のもの 

□２－１）土地利用の用に供する土地の勾配が30度を超え、かつ、高低差が

３ｍを超える斜面地における 

□区画形質の変更 

□木竹の伐採 

□物件の堆積 

□建築物（架台（柱又は壁及び床版（床版の面積の合計が 100㎡を超え

るものに限る。）で構成される工作物で、床版の上部を建築物の建築

以外の目的に利用するものをいう。）を含む。）の建築 

□２－２）建築物（「架台」を含む。）に接する地面の高低差が２ｍを超え

るものの建築 

□３ 建築物又は工作物で、高さ（建築物又は工作物が地面と接する最下位

からの高さをいう。）が10ｍを超えるものの建築及び築造 

□４ ホテル、旅館、カラオケボックス、ぱちんこ屋及びゲームセンターそ

の他規則で定めるもの（「ホテル等」）の建築及び現に存する建築物の

全部又は一部の用途をホテル等とする行為 

□５ １メートルを超える切土又は盛土を行うもの 

□６ 一時的な土石の堆積（宅地造成及び特定盛土等規制法施行規則第８条

第10号に掲げるものを除く。） 

□７ 海面における 1,000㎡以上の埋立て 

□８－１）太陽光発電装置の設置（既存の家屋の屋根等への設置を除く。） 

のうち、当該土地利用の用に供する土地の面積が500㎡以上のもの 

□８－２）墓地等の設置（特定建築等行為条例第２条第１項第８号に規定す

 るもの） 

（事務処理欄） 

備考  本 申出書 及び添 付図面は 、一般 の閲覧 に供しま す。  

法 人 に あ っ て は 、 主 た る 事 務 所 の

所 在 地 、 名 称 及 び 代 表 者 の 氏 名  

行為者 



 

 

第１号様式（裏） 

 

行為の目的 

着手予定年月日    年  月  日 完了予定年月日    年  月  日 

敷 
 

 
 

地 

区 域 の 面 積 ㎡ 現在の登記地目  

区 画 の 変 更 有（既存   区画／計画   区画）・ 無 

地 目 の 変 更 有（変更後の地目         ）・ 無  

造 成 行 為 

有（造成面積           ）・ 無  

切土 （面積   ㎡／最高高さ   ｍ） 

盛土 （面積   ㎡／最高高さ   ｍ） 

造 成 後 に 3 0 度 

を 超 え る 崖  

有 ・ 無 
（その崖の高さ   ｍ） 

（切土・盛土） 

一 時 的 な 土 石 

の 堆 積 

有（面積   ㎡／最高高さ   ｍ）・ 無  

堆積期間    年  月  日～   年  月  日  

建 
 

築 
 

物 

建 築 物 の 建 築 新築・増築・用途変更・その他（       ）  

計 画 用 途  既 存 用 途  

計 画 棟 数 棟 既 存 棟 数 棟 

計 画 最 高 高 さ ｍ 既 存 最 高 高 さ ｍ 

計 画 敷 地 面 積 ㎡ 既 存 敷 地 面 積 ㎡ 

計 画 建 築 面 積 ㎡ 既 存 建 築 面 積 ㎡ 

計 画 延 床 面 積 ㎡ 既 存 延 床 面 積 ㎡ 

計 画 階 数 
地上 階 

既 存 階 数 
地上 階 

地下 階 地下 階 

計 画 住 戸 数 戸 既 存 住 戸 数 戸 

建築物に接する地面の高低差  有（高さ    ｍ） ・  無 

工
作
物 

工 作 物 の 築 造 有（工作物の用途           ）・無 

計 画 最 高 高 さ ｍ 既 存 最 高 高 さ ｍ 

その他参考となる情報 

備考  複 数の建 築物が ある場合 は、別 紙で建 築物別の 概要を 添付し てくださ い。  


